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免責事項
本資料に記載されている計画、見通し、戦略およびその他の歴史的事実でないものは、
作成時点において入手可能な情報に基づく将来に関する見通しであり、さまざまな
リスクおよび不確実性が内在しています。実際の業績は経営環境の変動などにより、
これら見通しと大きく異なる可能性があります。また、本資料に記載されている当社
および当社グループ以外の企業などにかかわる情報は、公開情報などから引用したもの
であり、情報の正確性などについて保証するものではありません。

※「セグメント情報等の開示に関する会計基準」の適用に伴う注意事項や、本資料中で使用している用語の定義は、最終ページをご参照ください。
※  本資料のスライド番号4は、印刷を省略しています。
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連結業績
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連結業績サマリー
09年度Q1-3
（09年4～12月期）

10年度Q1-3
   （10年4～12月期）   増減   前年同期比

売上高   20,453 22,499 +2,045 110%

EBITDA 6,012 7,005 +993 117%

営業利益 3,663 4,821 +1,158 132%

経常利益 2,811 3,999 +1,187 142%

当期純利益 948 1,422  +474 150%

(億円)

6



連結売上高

連結営業利益

＋2,045

＋1,158

他社比較 (2010年4～12月期 前年同期比増減)

※各社の開示資料を基に当社作成

(億円)
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KDDINTTドコモ

▲134

▲47

▲332

＋558

増収増益 減収減益減収増益

ソフトバンク



インターネット・カルチャー
その他

09年度
Q1-3

20,453

(億円)

10年度
Q1-3

0

過去最高
10%増収

8

22,499

連結売上高

通信3事業
(移動体通信、 BBインフラ、固定通信)



その他

(億円)

0
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連結EBITDA

06
Q1-3

07
Q1-3

08
Q1-3

09
Q1-3

10
Q1-3 (年度)

インターネット・カルチャー

7,005

3,824

4,837
5,084

6,012

05
Q1-3

949
278

04
Q1-3

17%増
7期連続最高益

通信3事業
(移動体通信、 BBインフラ、固定通信)



その他

(億円)

0

1006
Q1-3

07
Q1-3

08
Q1-3

09
Q1-3

10
Q1-3 (年度)

インターネット・カルチャー

05
Q1-3

04
Q1-3

通信3事業
(移動体通信、 BBインフラ、固定通信)

4,821

279

1,972

2,601 2,746

3,663

-143

連結営業利益

32%増
6期連続最高益



(億円)

0

3,999

11
09年度
Q1-3

10年度
Q1-3

2,811

08年度
Q1-3

1,744

連結経常利益

42%増
2期連続最高益



(億円)

0

12
09年度
Q1-3

10年度
Q1-3

08年度
Q1-3

連結当期純利益

948

1,422

581
50%増

2期連続最高益
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財務の状況
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2,707

4,691

0

5,259

(年度)

(億円)

572

07
Q1-3

08
Q1-3

09
Q1-3

10
Q1-3

連結営業キャッシュフロー

12%増
3期連続過去最高
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連結設備投資額

2006 2007 2008 2009

(億円) 4,000

0
(年度)2010

※検収ベース。ファイナンス・リースによる設備投資を含む(計画)

通期計画に
変更なし

3,898

2,937
2,590

2,229
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3,642

(年度)

2,835

476

0

-2,163
07
Q1-3

08
Q1-3

09
Q1-3

10
Q1-3

連結フリーキャッシュフロー
(億円)

28%増
2期連続過去最高
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ボーダフォン日本法人買収時から
約9,600億円削減14,299

23,870

10年
12月末

06年
6月末

(億円) 純有利子負債 ピーク時との比較



SBM借入残高

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

12,000

14,000

08 09 10 11 12 13 14 15 16 17 18 (年末)

1.36兆円

（2011年1月末）

ミニマム
ケース

(兆円)

約6,200億円削減
7,450億円

1.4
1.2

1.0

0.8
0.6

0.4

0.2
0

借入当初
（2006年11月） 18
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目的： 財務戦略・事業戦略上の柔軟性を確保

取得金額：ボーダフォン向け　4,125億円
　　　　　ヤフー向け　　　　1,200億円

WBSリファイナンスに向けた第一歩
※ボーダフォン向け優先株式等は2010年12月に2,125億円を支払完了。2012年４月に2,000億円を支払予定
※ヤフー向け優先株式等1,200億円は2013年３月に支払予定
※詳細は2010年11月９日付および2011年1月25日付当社プレスリリース参照

ボーダフォン・ヤフー向け優先株式等の取得



09年
1月

10年
1月

11年
1月 20

期　間 :  ７年
利　率 :  年 1.66%

26回債（残存４年）

(bps)

第35回無担保社債

0  

100  

200  

300  

400  

500  

26回債（残存3.5年）

社債スプレッドが改善
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純有利子負債削減
コミットメントに変更なし

06年
6月末

11年度末
(目標)

14年度末
(目標)

08年度末
0

ゼロ

1.9兆

2.4兆

1.43兆

10年
12月末

半減

※半減：08年度末から



移動体通信事業

22
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113万

NTTドコモKDDI ソフトバンク ※ 電気通信事業者協会の統計資料を基に当社算出

252万

66万

純増契約数
（４～12月期）

4年連続No.1



10,000,000

15,000,000

20,000,000

25,000,000

24

ボーダフォン

1,000万純増へ

累計契約数2,500

2,000

1,500

1,000

(万契約)

1,522万
▼

▲
2006年4月

▲
2010年12月

▼
2,440万

ボーダフォン日本法人買収から



1

2

Q1 Q2 Q3 Q4 Q1 Q2 Q3 Q4 Q1 Q2 Q3 Q4 Q1 Q2 Q3

25

解約率

0.91％

(%)

07年度 08年度 09年度 10年度

過去最低

※プリペイド式携帯電話および通信モジュール含めて算出

2Gサービス終了



（出所）CM総合研究所/ CM DATABANK

ブランドオブザイヤー2010 受賞
企業名 ポイント

 1位  ソフトバンクモバイル 8,540
　2位 　KDDI 3,254
　3位 　NTTドコモ 3,249
　4位 　ロッテ 2,802
　5位 　アフラック 1,762
　  6位 　 任天堂 1,626
　  7位 　サントリー 1,612
　  8位 　ダイハツ 1,401
　  9位 　キッコーマン 1,237
   10位 　東京ガス 1,226

4年連続No.1
(史上初)

(8,770銘柄中)

26
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75

80

85

90

95

100

NTTドコモ
KDDI

ソフトバンク

※各社の開示資料を基に当社作成

07
Q3

ARPU

反転

08
Q3

09
Q3

10
Q3

（07年度/Q3を100とした指数）

(年度)

(円)
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100

120

140

160

NTTドコモ
KDDI

ソフトバンク

07
Q3

データARPU

圧倒的に増加

08
Q3

09
Q3

10
Q3

（07年度/Q3を100とした指数）

(年度)

※各社の開示資料を基に当社作成
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NTTドコモ

KDDI
ソフトバンク

KDDIを
初めて逆転

1,000

2,700
(円)

07
Q3

08
Q3

09
Q3

10
Q3

(年度)

データARPU(実額)
2,540

2,320
2,330

06 
Q3

2,500

※各社の開示資料を基に当社作成
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移動体通信事業 営業利益
(億円)

0

反転

(年度)

Vodafone 
Japan ソフトバンク

03
Q1-3

04
Q1-3

05
Q1-3

06
Q1-3

07
Q1-3

08
Q1-3

09
Q1-3

10
Q1-3

3,144

2,151

1,349
1,479

1,135

※2003～05年度はボーダフォン日本法人の社内資料を基に当社作成
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0 11年

３月末

約6万

12万

10年
３月末

（計画）

6.6万

10年
6月末

10年
9月末

10年
12月末

7.0万

11年
9月末
（計画）

14万

7.6万

※ホームフェムト、ホームリピーターを含まず

無線基地局

中継基地局(リピーター)

(新目標)

4.6万
8.9万

10.7万

3.0万 3.1万 3.3万

電波改善宣言の新目標

4.2万

2.8万

3.9万

2.7万

3.3万

2.7万



都営地下鉄 走行中も通信可能に
2011年中に主要路線の

整備完了予定

熱き思いさえあればトントン拍子で話が
進むという事を実感。地下鉄走行中でも
通信をという事が実現出来そうです。

32

今日、孫正義さん@masasonと会談。
『地下鉄でメールを』

masason

inosenaoki

孫正義

猪瀬直樹
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モバイル
インターネット

No.1

従来端末 パソコン 他社

ソフトバンク 勝利の方程式

スマートフォン
No.1

スマートパッド
No.1
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従来端末

スマートフォン
No.1



SO-01B SH-03C 003SH IS03 SC-02B T-01C iPhone
35

圧倒的No.1

（LYNX 3D） （Galaxy S）（REGZA）（GALAPAGOS）(Xperia)
iPhone ４

主要スマートフォン新規顧客獲得数 (2011年1月単月)

※外部調査会社による主要家電量販店での販売台数調査を基に当社作成

(機種変更含まず)

au ドコモ ドコモドコモドコモ SB
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0

30万

10万

1万

（出所）アップル社開示資料より

App Storeアプリ数

09年
12月

08年
12月

10年
12月
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98%
満足

※2010年12月、バルク調べ（iPhoneユーザー500名に行ったアンケート調査）

iPhone購入者の満足度
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Android 搭載スマートフォンも充実TM
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スマートパッド
No.1

パソコン
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圧倒的No.1

81%

18%

iPad

Galaxy Tab

その他

スマートパッド販売台数シェア (2010年12月単月)

※外部調査会社による主要家電量販店での販売台数調査を基に当社作成
　iPadはWi-FiモデルとWi-Fi+3Gモデルの合計
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iPad導入企業

日本相撲協会



ペーパーレス化

残業削減

１人当たり

社員１人当たり利益貢献（例）

時間創出 月95,000円

33,000円

10,000円

52,000円

42※iPhone、iPadを活用したワークスタイルによる効果
　ソフトバンクテレコムの営業社員へのアンケート結果
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法人向けクラウドサービス強化

Google Apps 
for Business
2月1日提供開始

TM



真の勝利の方程式

44
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スマートフォン
No.1

従来端末

ソフトバンク 勝利の方程式

スマートパッド
No.1

モバイル
インターネット

No.1

パソコン 他社



モバイル
インターネット

No.1

46

他社

ソフトバンク 真の勝利の方程式
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他社

ソフトバンク 真の勝利の方程式
アジア

インターネット
No.1

世界
インターネット

No.1

他社 他社

モバイル
インターネット

No.1



48他社

アジア
インターネット

No.1



ソフトバンクのアジアインターネット企業群

49
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510

300

600

900

1,200
(億円)

最高益を更新

06
Q1-3

07
Q1-3

08
Q1-3

10 
Q1-3

05
Q1-3

04
Q1-3

03
Q1-3

1,106

※インターネット・カルチャー事業の営業利益
09
Q1-3

営業利益

(年度)
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スマートフォンのページビュー

0

750

1,500

2,250

3,000

25倍

▲
2008年9月 ※2008年9月を100とした指数▲

2010年12月

100

2,543



中国インターネット事業

53



11

(億人)

0

2

5

7

9

1990 1992 1994 1996 1998 2000 2002 2004 2006 2008 2010 2012 2014

1.2億人
2.8億人

(予測)

8.8億人
(2015年)

　中国インターネット人口

※実績はITU、予測は中国についてはDDCI、日本と米国については直近成長率より当社推計。

2015
54



11

(億人)

0

2

5

7

9

1990 1992 1994 1996 1998 2000 2002 2004 2006 2008 2010 2012 2014
(予測)

8.8億人
(2015年)

　中国インターネット人口

2015
55

2008年 
Renren(旧OPI)

2003年 
Taobao

2000年 
Alibaba.com

戦略的投資

※実績はITU、予測はDDCI
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570

1,500

3,000

4,500

6,000

2005 2006 2007 2008 2009 2010

（万人） 5,672万人

(出所)Alibaba.com開示資料

　Alibaba.com登録ユーザー数

順調に増加
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中国No.1オンラインショッピング
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5.5億人

(出所)　Alipay開示資料(2010年12月)
　　　　PayPal開示資料(2010年9月)

2.3億人

PayPal Alipay

ユーザー数の比較

2.4倍
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Oak Pacific Interactive

社名変更
(2010年12月)

Renren Inc.
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出資比率 29.2%→39.7%

Renren Inc.への追加出資 (2011年1月)

追加出資164億円

※議決権ベース(希薄化前)



1

23%
SNS

オンラインゲーム
その他

Eメール

ポータルインスタント
メッセージ動画視聴

検索

SNSが最大

(出所) The Nielsen Company 報道発表資料(2010年8月2日)より

インターネット利用時間のシェア(米国)

62



1

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

2009 2010 2011 2012

(億円)

3年で約8倍へ

約4,700億円 

※eMarketer報道発表資料(2011年1月18日)より

Facebook広告収入(推定)

kencatherineUehose Pitt 63



1

kencatherineUehose Pitt

2.3億人

1.4億人

0.5億人

SNS利用者数の比較

中国は
世界最大

64(出所)日本、アメリカ：ニールセンの報道発表資料(2010年2月18日）
中国：CNNIC「第27次中国互联网络发展状况统计报告」(2011年1月19日)



2007年 2009年2008年 2010年0

30

60

90

120 1.1億人 
(2010年12月)

(億人)

0.2億人

65

1.2

0.9

0.6

0.0

0.3
mixi
GREE
モバゲー

0.2億人
0.2億人

※各社開示資料を基に当社作成
    Renrenは本登録ユーザー数

ユーザー数の比較

中国最大SNS



同学网 百合网 珍�网 聚友 51.com 世�佳� 开心网 66
(出所) iResearch 2010年第三季度中国网民行�和网�广告��数据�布(2010年10月)

中国SNS月間利用者数(2010年9月)

4,217

9,345

3,065
2,485

1,408
660548367

（万人）

中国最大SNS
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Renrenの 
クーポン共同購入サービス

中国版グルーポン



11

　中国クーポン共同購入利用者数

３月 ４月 ５月 6月 7月 8月 9月

1,200

600

1,140万人 
(万人)

500倍
半年間で 

09年／

2万人 
※ 中国网络团购市场研究报告（2010年10月版本） 68
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中国No.1
中国クーポン共同購入サイト
マインドシェアランキング

サイト名 ％

 1位  糯米(Nuomi) 33.1
　2位   美�(Meituan) 21.2
　3位   F��赴�(Ftuan) 3.0
　4位   新浪団 (Sina) 3.0
　5位   58� (58.com) 2.1
　6位   �帮� (Aibang) 1.8
　7位    24券 (24quan.com) 1.8
　8位 　捜狐援家 (Sohu) 1.6
　9位   大�点�网 (Dianping) 1.2
 10位 　酷� (Kutuan) 1.2

※CBN Weekly Report(2010年10月19日)より
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中国No.1
オンラインテレビ

中国全土120テレビ局を網羅

本日発表

20,000 チャンネル
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35%
(2011年1月)

※議決権ベース(希薄化後)
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紹介映像をご覧ください



730

5,500

11,000

2006 2007 2008 2009 2010

(億人) 1億人

1年で約2倍

月間アクティブユーザー数

0.6億人

（出所）PPLive

1.0

0.5

0.0
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2時間33分

YouKu

31分

（出所）iResearch(2010年12月時点)

12分

Sohu

33分

qq.com

19分

1日当たりの平均視聴時間

12分

Sina

Baidu

視聴時間
圧倒的No.1
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年齢別メディア依存度

75
(出所)CNNIC survey, 2010

オンラインテレビ

テレビ

(年齢)

(メディア依存度)

若者に人気

10-14 15-19 20-24 25-29 30-34 35-39 40-44 45-49 50-54 55-5925-29 30-34 35-39 40-44
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0

テレビ広告市場規模の比較

1.7兆円

4.8兆円

約3倍

（出所）中国：China Market Research(2010年1月28日)
            日本：日本の広告費(電通)(2010年2月22日) 76
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中国におけるソフトバンクグループ

SNS

イーコマース
ペイメント

クーポン共同購入
オンラインテレビ

No.1
No.1
No.1
No.1
No.1



中国におけるソフトバンクグループ

Facebook

Amazon

PayPal

Groupon

Netflix/Hulu

SNS

イーコマース
ペイメント

クーポン共同購入
オンラインテレビ 78
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2005 2006 2007 2008 2009 2010

12億人

6億人

3億人
1.6億人

0.8億人0.3億人
※各社開示資料を基に当社作成

中国人口に匹敵

中国におけるソフトバンクグループ
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モバイル
インターネット

No.1

他社

ソフトバンク 真の勝利の方程式
アジア

インターネット
No.1

世界
インターネット

No.1

他社 他社
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世界インターネットNo.1へ



1) 営業利益予想を
     6,000億円に上方修正

2) 中国での戦略投資 (PPLive)

結 論
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情報革命で人々を幸せに
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１．「セグメント情報等の開示に関する会計基準」の適用について
2010年度第1四半期から「セグメント情報等の開示に関する会計基準」および「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」を適用しています。2009年度の
業績は、これらの基準が適用されていたと仮定して算出した数値を掲載していす。

２．本資料中の用語の定義等について

３．登録商標・商標について

フリーキャッシュフロー(FCF、純現金収支)=営業活動によるキャッシュフロー+投資活動によるキャッシュフロー 

EBITDA=営業損益+減価償却費+のれん償却額+営業費用に含まれる固定資産除却損

純有利子負債=有利子負債-手元流動性 
有利子負債=短期借入金+コマーシャルペーパー+1年内償還予定の社債+社債+長期借入金。リース債務を含まず。ボーダフォン日本法人の買収に伴う事業証券化スキームに
おいて発行された社債(銘柄: WBS Class B2 Funding Notes、 発行体:J-WBSファンディング(株))のうち、当社が2009年度に取得した額面270億円を除く。手元流動性
=現金及び預金+流動資産に含まれる有価証券(当社米国子会 社が保有するYahoo! Inc.株式を除く)

SBM借入は、ボーダフォン日本法人の買収のために調達した資金を、2006年11月に事業証券化(Whole Business Securitization)の手法によりリファイナンスしたも
の。 ボーダフォン日本法人の買収に 伴う事業証券化スキームにおいて発行された社債(銘柄:WBS Class B2 Funding Notes、 発行体:J-WBSファンディング(株))のうち、
当社が2009年度に取得した額面270億円を除く。

「過去最高」「 最高益」は、当社が連結決算を開始した1994年度以降。 4～12月期ベース。

純増契約数=新規契約数から解約数を差し引いた件数。プリペイド式携帯電話および通信モジュールの契約数を含む。

ARPU(Average Revenue Per User)1契約当たりの平均収入。収入および契約数にはプリペイド式携帯電話および通信モジュールを含む。

なお当社は、㈱ウィルコムの発行済株式を100％保有していますが、同社は会社更生法上の更生会社であり、当社と同社の間では有効な支配従属関係が存在しないと　　
認められることから、子会社としていません。

本資料に掲載されている会社名、ロゴ、製品名、サービス名およびブランドなどは、ソフトバンク株式会社または該当する各社の登録商標 
または商標です。本資料の一部あるいは全体について、当社の許可なく複製および転載することを禁じます。
- iPhone、iPadはApple Inc.の商標です。 
- iPhone商標はアイホン株式会社のライセンスに基づき使用されています。 
- GoogleおよびAndroid, Google Appsは、Google Inc.の商標または登録商標です。


